
   貸　  借　  対　  照　  表   
２０１８年１２月３１日現在

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額

流 動 資 産 76,217 流 動 負 債 68,002
現 金 及 び 預 金 4,104 短 期 借 入 金 8,300
未 収 入 金 20,215 リ ー ス 債 務 37
未 収 手 数 料 1,019 未 払 金 4,141
貯 蔵 品 30 未 払 法 人 税 等 202
前 渡 金 337 未 払 事 業 所 税 40
団 体 前 払 金 8,479 未 払 費 用 1,824
前 払 費 用 289 団 体 前 受 金 10,915
短 期 貸 付 金 41,034 旅 行 預 り 金 22,192
立 替 金 374 受 託 販 売 金 15,644
繰 延 税 金 資 産 279 預 り 金 2,747
そ の 他 66 社 内 預 金 1,840
貸 倒 引 当 金 △ 14 そ の 他 114

固 定 資 産 16,553 固 定 負 債 11,591
有 形 固 定 資 産 1,963 リ ー ス 債 務 35
建 物 922 退 職 給 付 引 当 金 7,590
構 築 物 10 旅 行 券 引 換 引 当 金 2,368
器 具 及 び 備 品 198 預 り 保 証 金 1,570
土 地 763 そ の 他 26
リ ー ス 資 産 66
建 設 仮 勘 定 1 負 債 合 計 79,593

無 形 固 定 資 産 1,727
借 地 権 39 科　　　　目 金　　　　額
ソ フ ト ウ ェ ア 1,574 株主資本 12,475
電 話 加 入 権 98 　資本金 4,000
ソ フ ト ウ ェ ア 仮 勘 定 13 　資本剰余金 3,001
そ の 他 1 　　資　本　準　備　金 3,001

　利益剰余金 5,474
投 資 そ の 他 の 資 産 12,862 　　利　益　準　備　金 250
投 資 有 価 証 券 2,368 　　その他利益剰余金 5,224
関 係 会 社 株 式 4,440 　　　別途積立金 1,004
長 期 貸 付 金 234 　　　繰越利益剰余金 4,220
長 期 未 収 入 金 1,859
差 入 保 証 金 1,372 評価・換算差額等 700
破 産 更 生 債 権 等 584 その他有価証券評価差額金 768
繰 延 税 金 資 産 2,936 繰延ヘッジ損益 △ 67
そ の 他 71
貸 倒 引 当 金 △ 1,005

純 資 産 合 計 13,176
資 産 合 計 92,770 負 債 ・ 純 資 産 合 計 92,770
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）

純　資　産　の　部
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　　損　益　計　算　書　　
自　２０１８年　１月　１日
至　２０１８年１２月３１日

科　　　　　目 金　　　　　　　額

営　業　収　益

国 内 旅 行 28,591

海 外 旅 行 9,385

国 際 旅 行 5,136

附 帯 事 業 1,001 44,114

営　業　費　用

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 43,894

219

営　業　外　収　益

受 取 利 息 及 び 配 当 金 623

為 替 差 益 202

そ の 他 93 918

営　業　外　費　用

支 払 利 息 75

そ の 他 258 333

804

特　別　利　益

固 定 資 産 受 贈 益 13

移 転 補 償 金 71 84

特　別　損　失

固 定 資 産 除 却 損 18

投 資 有 価 証 券 評 価 損 9

関 係 会 社 株 式 評 価 損 124

減 損 損 失 225 378

511

244

△ 26

294
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

（単位：百万円）

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

当 期 純 利 益

　　　営  　業  　利　　益

税 引 前 当 期 純 利 益

　　　経　　常　　利　　益
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株主資本等変動計算書 
自 2018年１月１日 

至 2018年12月31日 

 

（単位：百万円）                                  

 

株主資本 

資本金 
資本剰余金 

資本準備金 資本剰余金合計 

当期首残高 4,000 3,001 3,001 

当事業年度中の変動額    

 当期純利益 ― ― ― 

 株主資本以外の項目の 
当事業年度の変動額（純額） ― ― ― 

当事業年度の変動額合計 ― ― ― 

当期末残高 4,000 3,001 3,001 

 

 株主資本 

 

利益剰余金 

株主資本合計 
利益準備金 

その他利益剰余金 
利益剰余金 

合計 別途積立金 繰越利益 
剰余金 

当期首残高 250 1,004 3,926 5,180 12,181 

当事業年度中の変動額      

 当期純利益 ― ― 294 294 294 

 株主資本以外の項目の 
当事業年度の変動額（純額） ― ― ― ― ― 

当事業年度の変動額合計 ― ― 294 294 294 

当期末残高 250 1,004 4,220 5,474 12,475 

 

 

評価・換算差額等 

純資産合計 その他有価証券 
評価差額金 

繰延ヘッジ 
損益 

評価・換算 
差額等合計 

当期首残高 706 106 812 12,994 

当事業年度中の変動額     

 当期純利益 ― ― ― 294 

 株主資本以外の項目の 
当事業年度の変動額（純額） 62 △174 △112 △112 

当事業年度の変動額合計 62 △174 △112 182 

当期末残高 768 △67 700 13,176 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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個 別 注 記 表 
 
 Ⅰ 重要な会計方針に係る事項に関する注記 
 
  １ 資産の評価基準及び評価方法 
  （１） 有価証券 

① 子会社株式及び関連会社株式 
         移動平均法による原価法によっております。 

② その他有価証券 
(ｱ) 時価のあるもの 
    期末日の市場価格等に基づく時価法によっております。（評価差額は、全部純

資産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 
(ｲ)  時価のないもの 
    移動平均法による原価法によっております。 

  （２） デリバティブ 
        時価法によっております。 
  （３） たな卸資産 
        個別法による原価法（貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法に

より算定）によっております。 
 
  ２ 固定資産の減価償却の方法 

（１） 有形固定資産（リース資産を除く） 
定率法によっております。ただし、1998 年 4 月 1 日以降取得した建物（建物附属 

設備を除く）並びに 2016 年 4 月 1 日以後取得した建物附属設備及び構築物につ 
いては定額法によっております。 
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

        建物        21～50 年 
        器具及び備品        ５年 

（２） 無形固定資産（リース資産を除く） 
      定額法によっております。ただし、ソフトウェア（自社利用分）については、社内に

おける見込利用可能期間（5 年）に基づく定額法によっております。 
（３） リース資産 
     所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
      リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

 
  ３ 引当金の計上基準 

（１） 貸倒引当金 
      債権の貸倒れによる損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒

懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、回収不能見込額を計上し

ております。 
（２） 退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づ

き計上しております。 
    また、数理計算上の差異については、発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数（10 年）による定額法により、発生の翌事業年度から費用処理することとし

ております。 
（３） 旅行券引換引当金 
     当社が発行している旅行券のうち一定期間経過後に収益計上したものについては、将

来の引換に備えるため、過去の引換率を基に将来引換見込額を見積計上しております。 
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４ 収益の計上基準 
（１） 乗車券等の取扱手数料 

   発券日基準によっております。 
（２） 団体旅行及び企画商品の取扱手数料 

       帰着日基準によっております。 
 

５ その他計算書類作成のための基本となる重要な事項 
  （１） ヘッジ会計の方法 

① ヘッジ会計の方法 
     繰延ヘッジ処理によっております。 

      なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理を行っており

ます。 
② ヘッジ手段とヘッジ対象 

(ｱ) ヘッジ手段 
    為替予約取引 
(ｲ)  ヘッジ対象 
    海外地上費に係る外貨建取引（予定取引を含む） 

③ ヘッジ方針 
     デリバティブ取引に関する外国為替取引管理規程に基づき、ヘッジ対象に係る為

替変動リスクを一定の範囲内でヘッジしております。 
④ ヘッジの有効性評価の方法 

      ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象の相場変動又

はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フロー

変動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。 
  （２） 消費税等の会計処理 
        税抜方式によっております。  
 

 
Ⅱ 貸借対照表に関する注記 
 

  １ 関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 
   区分掲記されたもの以外で各科目に含まれているものは、次のとおりであります。 
（１） 短期金銭債権  45,127 百万円 
（２） 長期金銭債権 2,094 百万円 

  （３） 短期金銭債務 11,866 百万円 
 

 ２ 担保提供資産 
（１） 担保資産 

     科目 期末帳簿価額（百万円） 担保権の種類 
預金 230 質権 
建物 191 根抵当権 
土地 128 根抵当権 
投資有価証券 434 質権 

計 984  
（２） 担保権によって担保されている債務 

         対応する債務はありませんが、極度額 1,250 百万円の担保権設定契約があります。 
             
 
 
 

- 5 -



     ３ 有形固定資産の減価償却累計額 
科目 減価償却累計額（百万円） 

建物 2,991 
構築物 65 
器具及び備品 1,774 
リース資産 596 

計 5,428 
 

４ 有形固定資産の減損損失累計額 
     貸借対照表上、減価償却累計額に含めて表示しております。 
 

５ 保証債務 
被保証者 保証金額（百万円） 被保証債務の内容 

日本旅行サービス株式会社 235 JR 委託販売保証 
株式会社日本旅行東北 64 JR 委託販売保証 
株式会社エルオルト 2 航空運賃支払保証 
株式会社日本旅行オーエムシー 
トラベル 

48 航空運賃支払保証 

エムハートツーリスト株式会社 240 航空運賃支払保証 
NIPPON  TRAVEL  AGENCY 
FRANCE S.A.R.L 

12 
（千 EUR100） 

旅行業ライセンス保証 
 

NIPPON TRAVEL AGENCY 
AMERICA,INC. 

59 
（千 US$534） 

支払保証 

NTA TRAVEL（SINGAPORE） 
PRIVATE LTD. 

14 
（千 S$180） 

支払保証 

計 677  
 
 
Ⅲ 損益計算書に関する注記 
 

  1．関係会社との取引高 
    営業取引          13,969 百万円 
    営業取引以外の取引      619 百万円 

 

 2．固定資産の減損損失の計上 

当社は、事業用資産と遊休資産の区分を基礎とし、事業用資産については、継続的な収支の把握

を行っている事業所単位を最小の単位として、遊休資産については、主として物件単位ごとに資産

のグルーピングを行っております。 
当社の保有する資産のうち、事業用資産において、回収可能額が帳簿価額を下回るものについて

は、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を特別損失「減損損失」に計上しております。 
 

（単位：百万円） 

用途 場所 種類 減損損失 

事業用資産 兵庫県明石市他 

建 物 192 
その他 32 
合 計 225 

   
なお、回収可能価額は、主として正味売却価額により測定しております。 
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Ⅳ 税効果会計に関する注記 
 

    繰延税金資産及び繰延税金負債の発生の主な原因別の内訳 
１ 繰延税金資産 

     退職給付引当金損金算入限度超過額       2,324 百万円 
     会員権評価損                  29 百万円 
     旅行券引換引当金               734 百万円 

未払賞与                    122 百万円 
未払残業代                     62 百万円 

     貸倒引当金損金算入限度超過額          312 百万円 
      繰延ヘッジ損益                  29 百万円 

その他                      150 百万円 
     繰延税金資産小計              3,765 百万円 

        評価性引当額                △ 201 百万円 
       繰延税金資産合計              3,564 百万円 
 
２ 繰延税金負債 

     その他有価証券評価差額金            339 百万円 
     その他                        8 百万円 
     繰延税金負債合計                 348 百万円 
     繰延税金資産の純額               3,215 百万円 
 
 

Ⅴ 関連当事者との取引に関する注記 
 

種類 
会社等 
の名称 

住所 
資本金又 
は出資金 
(百万円) 

事業の内容 
又は職業 

議決権等 
の所有 

(被所有)割合 
(％) 

関係内容 

取引の内容 
取引金額 
(百万円) 

科目 
期末残高 
(百万円) 役員の 

兼任等 
事業上 
の関係 

親会社 
西日本旅 
客鉄道 
株式会社 

大阪府 
大阪市 
北区 

100,000 
旅客鉄道 
事業 

直接 (79.8) 兼任２名 
JR乗車券
類の受託
販売 

JR券の 
受託販売 

3,572

未収 
手数料 

207

受託 
販売金 

2,569

資金の 
貸付 

116,418
短期 
貸付金 

41,034

利息の 
受取 

83
流動資産 
その他 

0

子会社 

株式会社
日本旅行
オーエム
シートラ
ベル 

東京都
港区 

240 旅行業 直接  85.1 兼任１名 
当社旅行
商品の委
託販売 

旅 行 商 品
の 委 託 販
売 

1,254 未収入金 977

資金の 
借入 

9,300
短期 
借入金 

1,590

子会社 
日本旅行
サービス
株式会社 

東京都
港区 

190 旅行業 直接 100.0 兼任１名 
当社旅行
商品の委
託販売 

旅 行 商 品
の 委 託 販
売 

2,702 未収入金 471

資金の 
借入 

8,650
短期 
借入金 

1,300

子会社 

エムハー
トツーリ
スト株式
会社 

大阪府
守口市 

400 旅行業 直接 100.0 ― 
当社旅行
商品の委
託販売 

資金の 
借入 

21,420 
短期 
借入金 

2,800 

 (注)  １ 市場価格を勘案し、一般取引条件と同様に決定しております。 
(注)   ２ 上記金額は、消費税等を含んでおりません。 
(注)   ３ 株式会社日本旅行オーエムシートラベル及び日本旅行サービス株式会社の未収入金期

末残高は、委託販売手数料控除後の残高であります。 
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Ⅵ 一株当たり情報に関する注記 
  

 １ 一株当たり純資産額          219 円 61 銭 
 

 ２ 一株当たり当期純利益            4 円 90 銭        
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   連    結    貸　  借　  対　  照　  表   
２０１８年１２月３１日現在

（単位：百万円）

科　　　　目 金　　　　額 科　　　　目 金　　　　額
流 動 資 産 85,890 流 動 負 債 69,555
現 金 及 び 預 金 11,256 支 払 手 形 及 び 未 払 金 6,806
受 取 手 形 及 び 未 収 入 金 23,000 リ ー ス 債 務 39
た な 卸 資 産 95 未 払 法 人 税 等 357
団 体 前 払 金 8,652 未 払 事 業 所 税 51
短 期 貸 付 金 41,035 未 払 費 用 2,019
繰 延 税 金 資 産 334 団 体 前 受 金 11,367
そ の 他 1,535 受 託 販 売 金 19,455
貸 倒 引 当 金 △ 20 預 り 金 27,361

社 内 預 金 1,840
固 定 資 産 18,468 そ の 他 256
有 形 固 定 資 産 2,553
建 物 及 び 構 築 物 1,236 固 定 負 債 12,967
土 地 783 リ ー ス 債 務 37
リ ー ス 資 産 69 退 職 給 付 に 係 る 負 債 8,811
そ の 他 464 旅 行 券 引 換 引 当 金 2,368

そ の 他 1,748

無 形 固 定 資 産 1,909 負 債 合 計 82,522
ソ フ ト ウ ェ ア 1,701
そ の 他 207

科　　　　目 金　　　　額
投資その他の資産 14,005 株 主 資 本 21,023
投 資 有 価 証 券 7,837 資 本 金 4,000
差 入 保 証 金 2,982 資 本 剰 余 金 3,001
繰 延 税 金 資 産 3,039 利 益 剰 余 金 14,022
そ の 他 712 その他の包括利益累計額 535
貸 倒 引 当 金 △ 566 その他有価証券評価差額金 782

繰 延 ヘ ッ ジ 損 益 △ 67
為 替 換 算 調 整 勘 定 △ 80
退職給付に係る調整累計額 △ 98

非支配株主持分 277
純 資 産 合 計 21,837

資 産 合 計 104,359 負 債 ・ 純 資 産 合 計 104,359

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

資　産　の　部 負　債　の　部

純資産の部
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   連  結　損　益　計　算　書　　
自　２０１８年　１月　１日

至　２０１８年１２月３１日

（単位：百万円）

科　　　　　目 金　　　　　　　額

営　業　収　益 51,952

営　業　費　用 51,044

907

営　業　外　収　益

受 取 利 息 149

為 替 差 益 72

持 分 法 に よ る 投 資 利 益 523

そ の 他 155 901

営　業　外　費　用

支 払 利 息 56

そ の 他 10 66

1,741

特　別　利　益

固 定 資 産 受 贈 益 13

移 転 補 償 金 71

そ の 他 0 85

特　別　損　失

固 定 資 産 除 却 損 27

減 損 損 失 360

そ の 他 11 400

1,426

543

227

656

19

636
（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

親会社株主に帰属する当期純利益

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

当 期 純 利 益

　　　営  　業  　利　　益

　　　経　　常　　利　　益

法 人 税 等 調 整 額

非支配株主に帰属する当期純利益
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連結株主資本等変動計算書 
自 2018年 1月 1日 

至 2018年12月31日 

（単位：百万円）                                   

 

株主資本 

資本金 資本剰余金 利益剰余金 株主資本合計 

当期首残高 4,000 3,001 13,386 20,387 

当連結会計年度中の変動額     

 親会社株主に帰属する当期純利益 ― ― 636 636 

 株主資本以外の項目の当連結 
会計年度中の変動額（純額） ― ― ― ― 

当連結会計年度中の変動額合計 ― ― 636 636 

当期末残高 4,000 3,001 14,022 21,023 

 

 

その他の包括利益累計額 

 

その他有価証

券評価差額金 

繰延ヘッジ 

損   益 

為替換算 

調整勘定 

退職給付 
に係る 

調整累計額 

その他の包括 
 

利益累計額合計 

当期首残高 724 104 59 △141 747 

当連結会計年度中の変動額      

 親会社株主に帰属する当期純利益 ― ― ― ― ― 

 株主資本以外の項目の当連結 
会計年度中の変動額（純額） 57 △172 △139 43 △211 

当連結会計年度中の変動額合計 57 △172 △139 43 △211 

当期末残高 782 △67 △80 △98 535 

 

 非支配株主持分 純資産合計 

当期首残高 259 21,394 

当連結会計年度中の変動額   

 親会社株主に帰属する当期純利益 ― 636 

 株主資本以外の項目の当連結 
会計年度中の変動額（純額） 18 △192 

当連結会計年度中の変動額合計 18 443 

当期末残高 277 21,837 

（注）記載金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。 
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連 結 注 記 表 

 
Ⅰ 連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記 
 

１ 連結の範囲に関する事項 
子会社３４社をすべて連結の範囲に含めております。 
主要な連結子会社名  日本旅行サービス株式会社、エムハートツーリスト株式会社、株式

会社日本旅行北海道、株式会社日本旅行東北、株式会社日旅産業、

NIPPON TRAVEL AGENCY PACIFIC, INC. 
 

２ 持分法の適用に関する事項 
（１）持分法を適用した関連会社数は５社で、株式会社ジェイアール西日本コミュニケーショ

ンズ、株式会社日本旅行・グローバルビジネストラベル、株式会社ビジネストラベルネ

ットワーク、株式会社ジャッツ、Tailor Made Pty Ltd であります。 
（２）持分法を適用していない関連会社数は３社であり、連結純損益及び連結利益剰余金等に

及ぼす影響が軽微であり、かつ全体としても重要性がないため持分法の適用から除外し

ております。 
 
３ 連結子会社の事業年度等に関する事項 

     連結子会社の決算日は、連結決算日と一致しております。 
   

４ 会計方針に関する事項 
（１）重要な資産の評価基準及び評価方法 

①有価証券 
その他有価証券 

       (ｱ) 時価のあるもの 
期末日の市場価格等に基づく時価法によっております。（評価差額は、全部純資

産直入法により処理し、売却原価は移動平均法により算定） 
(ｲ) 時価のないもの 

移動平均法による原価法によっております。 
②デリバティブ 

   時価法によっております。 
③たな卸資産 

商品・・・・・・主として移動平均法による原価法によっております。 
貯蔵品・・・・・主として個別法による原価法によっております。 
なお、連結貸借対照表価額は収益性の低下に基づく簿価切下げの方法により算定して

おります。 
（２）重要な固定資産の減価償却の方法 

①有形固定資産（リース資産を除く） 
主として定率法によっております。ただし、1998 年 4 月 1 日以降取得した建物（建

物附属設備を除く）並びに 2016 年 4 月 1 日以後取得した建物附属設備及び構築物に

ついては定額法によっております。 
なお、主な耐用年数は以下のとおりであります。 

        建物及び構築物           21～50 年 
        有形固定資産その他（器具及び備品）    ５年 
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②無形固定資産（リース資産を除く） 
      定額法によっております。ただし、ソフトウェア（自社利用分）については、社内に

おける見込利用可能期間（5 年）に基づく定額法によっております。 
    ③リース資産 
      所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 
       リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

（３）重要な引当金の計上基準 
①貸倒引当金 

    当社及び国内連結子会社は、債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権について

は貸倒実績率により、貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

回収不能見込額を計上しており、在外連結子会社は、回収不能見込額を計上しておりま

す。 
     ②旅行券引換引当金 
       当社が発行している旅行券のうち一定期間経過後に収益計上したものについては、将

来の引換に備えるため、過去の引換率を基に将来引換見込額を見積計上しております。 
（４）退職給付に係る会計処理の方法 

従業員の退職給付に備えるため、当連結会計年度末における退職給付債務の見込額に

基づき計上しております。 

また、数理計算上の差異については、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の

一定の年数（10 年） による定額法により、発生の翌連結会計年度から費用処理するこ

ととしております。 

       未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純資産の部におけるその他

の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。 
（５）その他連結計算書類作成のための重要な事項 

①ヘッジ会計の方法 
(ｱ)ヘッジ会計の方法 

繰延ヘッジ処理によっております。 
     なお、振当処理の要件を満たしている為替予約については振当処理を行っておりま

す。 
(ｲ)ヘッジ手段とヘッジ対象 

・ヘッジ手段 
為替予約取引 

・ヘッジ対象 
    海外地上費に係る外貨建取引（予定取引を含む） 
(ｳ)ヘッジ方針 

    デリバティブ取引に関する外国為替取引管理規程に基づき、ヘッジ対象に係る為替

変動リスクを一定の範囲内でヘッジしております。 
(ｴ)ヘッジの有効性評価の方法 

      ヘッジ開始時から有効性判定時点までの期間において、ヘッジ対象の相場変動又

はキャッシュ・フロー変動の累計とヘッジ手段の相場変動又はキャッシュ・フロー

変動の累計を比較し、その変動額の比率によって有効性を評価しております。 
②消費税等の会計処理 

       税抜方式によっております。 
  

５ のれんの償却方法及び償却期間 
   のれんは２０年以内で均等償却しております。 
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Ⅱ 連結貸借対照表に関する注記 
 

１ 担保に供している資産及び担保に係る債務 
（１）担保に供している資産 

     科目 期末帳簿価額（百万円） 担保権の種類 
預金 543 質権 
建物及び構築物 191 

根抵当権 
土地 128 
投資有価証券 434 質権 

計 1,298  
   
    （２）担保権によって担保されている債務 

対応する債務はありませんが、極度額 1,250 百万円の担保権設定契約があります。 
           

２ 有形固定資産の減価償却累計額 
科目 減価償却累計額（百万円） 

建物及び構築物 3,547 
リース資産 611 
その他 2,700 

計 6,859 
 
３ 有形固定資産の減損損失累計額 

     連結貸借対照表上、減価償却累計額に含めて表示しております。 
 
Ⅲ 連結株主資本等変動計算書に関する注記 
 

１ 発行済株式の種類及び総数に関する事項 
株式の種類 前連結会計年度末

の株式数（株） 
当連結会計年度の

増加株式数（株） 
当連結会計年度の

減少株式数（株） 
当連結会計年度末

の株式数（株） 
普通株式 60,000,000 ― ― 60,000,000 

 
Ⅳ 金融商品に関する注記 
 
  １ 金融商品の状況に関する事項 
     当社グループは、資金運用については短期的な預金等に限定し、主として日本旅行グルー

プ全体で統合管理するグループファイナンス制度により資金を調達しております。 
     受取手形及び未収入金に係る顧客の信用リスクは、社内規程に従い、取引相手ごとに期日

及び残高を管理し、財務状況等の悪化等による回収懸念の早期把握や軽減を図っております。

また、投資有価証券は主に業務上の関係を有する企業の株式であり、上場株式については四

半期ごとに時価の把握を行っております。 
     差入保証金は主に店舗、事務所等の賃貸契約に伴うものであり、預託先の信用リスクは個

別ごとに信用情報を把握することにより軽減を図っております。 
     営業債務である受託販売金、支払手形及び未払金は、そのほとんどが１年以内の支払期日

です。 
     デリバティブ取引は社内管理規程に従い、実需の範囲で行うこととしております。 
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  ２ 金融商品の時価等に関する事項 
     2018 年 12 月 31 日（当期の連結決算日）における連結貸借対照表計上額、時価及びこれ

らの差額については、次のとおりであります。 
（単位：百万円） 

 連結貸借対照表 
計上額（*1） 時価（*1） 差額 

（1） 現金及び預金 
（2） 受取手形及び未収入金 
（3） 短期貸付金 
（4） 投資有価証券 
（5） 差入保証金 

11,256 
23,000 
41,035 

1,753 
2,982 

11,256 
     23,000 

41,035 
1,753 
2,626 

－ 
－ 
－ 
－ 

△355 
（6） 支払手形及び未払金 
（7） 受託販売金 

（6,806） 
（19,455） 

（6,806） 
（19,455） 

－ 
－ 

（8）デリバティブ取引（*2）        (97） (97) － 
   （*1）負債に計上されているものについては、（ ）で示しております。 
   （*2）デリバティブ取引によって生じた正味の債権・債務は純額で表示しており、合計で正

味の債務となる項目については（ ）で示しております。 
 

（注１） 金融商品の時価の算定方法並びに有価証券及びデリバティブ取引に関する事項 
 （1）現金及び預金、（2）受取手形及び未収入金並びに（3）短期貸付金 
   これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額

によっております。 
 （4）投資有価証券 
   これらの時価について、株式は取引所の価格によっております。 
 （5）差入保証金 
   将来キャッシュ・フローを現在価値に割り引いて算定する方法によっております。 

（6）支払手形及び未払金、（7）受託販売金 
     これらは短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額

によっております。 
   （8）デリバティブ取引 
     これらの時価については、取引金融機関から提示された価格等によっております。 
 

 （注２） 非上場株式等（連結貸借対照表計上額 6,084 百万円）は、市場価格がなく、かつ将来

キャッシュ・フローを見積もることなどができず、時価を把握することが極めて困難と

認められるため、「（4）投資有価証券」には含めておりません。 
 
Ⅴ 一株当たり情報に関する注記 
 

１ 一株当たり純資産額               359 円 33 銭 
２ 一株当たり当期純利益                10 円 60 銭 
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Ⅵ その他の注記 
 

固定資産の減損損失の計上  
 

当社グループは、事業用資産と遊休資産の区分を基礎とし、事業用資産については、継続的な収

支の把握を行っている事業所単位を最小の単位として、遊休資産については、主として物件単位ご

とに資産のグルーピングを行っております。 
当社グループの保有する資産のうち、事業用資産において、回収可能額が帳簿価額を下回るもの

については、帳簿価額を回収可能価額まで減額し、当該減少額を特別損失「減損損失」に計上して

おります。 
 

（単位：百万円） 

用途 場所 種類 減損損失 

事業用資産 兵庫県明石市他 

建 物 226 
その他 134 
合 計 360 

 
なお、回収可能価額は、主として正味売却価額により測定しております。 
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